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情報理工学院の大学院入試は、「数理・計算科学系」と「情報工学系」の2つの系で独立に行われます。そのため興味を持った研究室
がどの系に属するかを確認したうえで、希望する系を選定し入試の準備を進めてください。本冊子で紹介している「コース」は研究教
育上の分類であり入試における区分ではありません。所属する系については研究室紹介の欄に記載されています。なお、入試の詳
細は年度によって異なりますので、募集要項を確認することが重要です。本学ホームページの入学案内
（https://admissions.isct.ac.jp/ja/013/graduate）で4月上旬に募集要項が公開されますので併せて参考にしてください。入試
課入試情報専用ダイヤル（03-5734-3990）も利用できます。情報理工学院に関する最新の情報は本学院ホームページ
（www.c.titech.ac.jp）にアクセスするか、入試専用メールアドレス（数理・計算科学系：is-exam-inquiry@comp.isct.ac.jp、情報
工学系：cs-exam-inquiry@comp.isct.ac.jp）にお問い合わせください。また大学院教育では研究活動が大きい比重を占めますの
で、興味を持った教員に連絡をとり研究室を訪問することもお勧めします。入試説明会やオープンラボは、数理・計算科学系、情報工
学系においてそれぞれ大岡山キャンパスとすずかけ台キャンパスで開催されています。実施スケジュール等の詳細は本学ホーム
ページ（admissions.isct.ac.jp/ja/013/graduate/open-campus-and-briefing-sessions/briefing-sessions）を確認してくだ
さい。ただし本学院では複数の系を同時に受験することはできませんのでご注意ください。

2026年度の受入可能予定人数は51名（前年実績）です。入学試験の日程や手続き等については、大学院修士課程の募
集要項を必ず確認してください。入試は口述試験としてのA日程試験および筆答試験と口頭試問からなるB日程試験か
ら構成されます。A日程試験は7月中下旬に実施され、出身大学の学部成績などから受験資格者を選抜し、面接を行い
ます。卒 論 、志 望する研 究 分 野 等に関する専 門 的 知 識 、入 学 後の研 究テーマについて試 問します。A 日 程 試 験の資 格 者
とならなかった場合およびA日程試験が不合格となった場合は、B日程試験を受験できます。B日程試験は8月中下旬に
実 施され 、筆 答 試 験 科 目 は 英 語および専 門 科 目です。英 語 は 本 学の指 定する英 語 外 部テストのスコアシートを利 用し
ます。専 門 科 目 で は 、数 学 、計 算 機 科 学 に 関 する 複 数 の 問 題 から 数 問 選 択します。過 去 問 題 は 本 学 ホ ーム ペ ー ジ

（https://admissions.isct.ac.jp/ja/013/graduate/examination-questions）に公開されていますので参考にしてください。

数理・計算科学系 https://educ.titech.ac. jp/ is/

［修士課程］

2026年度の受入可能予定人数は18名です。募集は2025年9月入学と2026年4月入学とで別々に行います。募集要項は、それぞれ
5月上旬と11月上旬に配布予定です。入学試験の日程や手続き等については、大学院博士後期課程の募集要項を必ず確認してく
ださい。試験は、英語試験と学位論文（またはこれに代わる研究業績）および専門知識についての口頭試問を実施します。英語試
験は本学の指定する英語外部テストのスコアシートを利用します。願書提出前の早い時期に指導希望の教員と連絡を取って、研
究計画などを話し合っておくことをお勧めします。

［博士課程］

2026年度の受入可能予定人数は97名（前年実績）です。入学試験の日程や手続き等については、大学院修士課程の募集要項を必ず
確認してください。入試は口述試験としてのA日程試験および筆答試験と口頭試問からなるB日程試験から構成されます。A日程試験
は7月中下旬に実施され、出身大学の学部成績などから受験資格者を選抜し、面接を行います。卒論、志望する研究分野等に関する
専門的知識、入学後の研究テーマについて試問します。A日程試験の資格者とならなかった場合およびA日程試験が不合格となった
場合は、出願書類を元に書類選考を行い、筆答試験受験資格者はB日程試験を受験できます。
B日程試験は8月中下旬に実施され、筆答試験科目は英語および専門科目です。英語は本学の指定する英語外部テストのスコアシー
トを利用します。専門科目では、情報工学およびその数学的基盤に関する複数の問題を出題します。過去問題は本学ホームページ

（https://admissions.isct.ac.jp/ja/013/graduate/examination-questions）に公開されていますので参考にしてください。

情報工学系 https://educ.titech.ac. jp/cs/

［修士課程］

2026年度の受入可能予定人数は36名です。以下、数理・計算科学系と同じです。
［博士課程］

大学院入試

最新の情報を情報理工学院各系ホームページで必ず確認してください。

研究室紹介 ❶E-mail ❷Website ❸居室 ❹系 ❺キーワード

持続可能な社会の構築のために産業の革新が求められている現代において、物質と情報を自在に操り「ものつくり」を社
会のサービスにつなげて考えられる人材が必要とされています。本コースでは物質と情報をリンクさせ、情報科学を駆使し
て複眼的・俯瞰的視点から発想することで、独創的な物質・情報研究を進める「複素人材」を養成します。本コースは博士後
期課程学生のみ対象です。

物質科学と情報科学を融合し、未来を切り拓く卓越人材の創出

物質・情報卓越コース

物質科学と情報科学を融合し、未来を切り拓く卓越人材の創出

取得できる学位・教員免許状

中学校教諭専修免許状（数学）
高等学校教諭専修免許状（数学・情報）取得できる教員免許状

取得できる学位 博士後期課程：博士（理学）、博士（工学）、博士（学術）

機械学習・シミュレーション・
スーパーコンピューティング
による創薬・物質創出

関嶋 政和
准教授

❶sekijima@comp.isct.ac.jp 
❷www.cbi.c.titech.ac.jp/ 
❸すずかけ台キャンパスJ3-1816 ❹情報工学系 
❺スーパーコンピュータ、創薬、ケモインフォマティクス、
　バイオインフォマティクス

分子コンピューティング
による人工生命
システムの実現

瀧ノ上 正浩
教授

❶takinoue@comp.isct.ac.jp 
❷www.takinoue-lab.jp/ 
❸すずかけ台キャンパスJ2-1806 ❹情報工学系 
❺分子コンピュータ、分子プログラミング、人工細胞、DNA
　ナノテクノロジー、分子ロボティクス、生物物理学

機械学習で切り拓く
革新的モバイル・
ユビキタス情報処理

下坂 正倫
准教授

❶simosaka@comp.isct.ac.jp
❷www.miubiq.cs.titech.ac.jp/ja/
❸大岡山キャンパス西8E-406 ❹情報工学系
❺パターン認識、逆強化学習、モバイル・ユビキタス
　情報処理、ビッグデータ人流モデリング
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